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　　　シ リーズ／ ヒ ュ
ー

マ ン フ ァ クタ
ー

　　　　　　　 一避難時の 心理 一

Series／human 　factor　Psychology　in　escape

　　　　　　　　 金湖富 士 夫

　　　　　　　　平成 16年1月
　　　　　　 関西造船協会誌 第62号

　 タイ タニ ッ ク 号、エ ス トニ ア 号 な ど、稀で は あ るが 歴

史的 に 大きな海難 に よ り多数 の 人 命 が失 わ れ て い る 。 19

94年 に発 生 した エ ス トニ ア 号事故の 調査報告で はパ ニ ッ

ク の 発 生 が 指摘 され て い る。災害時 に は 、パ ニ ッ ク を抑
え 短 時 間 に 安 全 な 場所 へ 誘導す る こ と が 必 要で ある。そ

の た め に は 避難 に お け る 心 理 を把握す る こ とが 重 要 と言

える。災害下 の 避難等 の 緊急時 の 心 理 に つ い て は こ れ ま

で 多数 の 研究 が な され て い る。本稿 で は、避難時の 心理 、
特 にパ ニ

ッ ク に 関す る 幾つ か の 興味深 い 研究を概観す る

と と もに 、 最近 の 情報技術を活用 した 避難時の 心 理お よ

び 行動 に 関す る研 究 を紹 介す る。

　 心 理 学は 心を研究対象 とす る 学問 で あ る が、観点 の 違

い に よ り、心 理 主義 、認知 主義、計算主義、行動主義等

の 幾 つ か の 立 場 が存在す る 。 池 田 は、認知 主 義 に 基づ く

避難等 の 緊急時 の 情報 処 理 過程 を モ デ ル 化 して い るが 、
福地 らは 同 モ デル に 基 づ い た避 難 時 の 行動 シ ミ ュ レ ー

シ

ョ ン を 実施 し、避難途中で 内的な情動 に よ り動 け な くな

る 等 の 現象 を再 現 し た。

　また、簡単な道 具 立て で疑似パ ニ ッ ク を 生 じ させ た釘

原 らに よる 実験 と、そ の 実験 を知 識 べ 一ス シ ス テ ムで 模

擬 し たHasegawa に よ る研究、安倍 ら に よ るネ ズ ミ を用 い

た パ ニ
ッ ク 実験 と、その 実験を質点 に働 く心 理 的な力 を

導入 して モ デル 化 し コ ン ピ ュ
ータ プ ロ グ ラ ム で 模擬 し た

研究 を紹 介 し て い る。

　 さ らに、最近、目黒 ら、お よ び 金湖 らは、バ ー
チ ャ ル

リア リテ ィ を 用 い た 実験 を 実施 し、その 結果 に 基づ く避

難時 の 心理 お よび 行動 の モ デル 化 を 実 施 して い る。目黒

らは、これ ま で 実施 され て きた緊急時の 人 間行動の 研究

は、過 去 の 災害事例調査、被験者実験、コ ン ピ ュ
ータ シ

ミ ュ レ ー
シ ョ ン の 3つ の 手 法 に よ る も の で あ るが 、よ り適

切 に 人 間行動 を分析す る 手段 は 、最終的 に コ ン ピ ュ
ー

タ

シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 手 法 で あ る と明 言 し、そ の モ デ ル は

避難者 の 個人特性あるい は 避難環境を細か くモ デル 化 し、
過 去 の 災害事 例データ を用 い て キ ャ リブ レ ー

シ ョ ン を行

うこ と が 良い と述べ て い る。そ して 、リア リテ ィ の 高い

バ ーチ ャ ル リア リテ ィ の 技術を 用 い た シ ミ ュ レ
ー

タ を 構

築して、そ れ を 用い た 実験 とコ ン ピュ
ー

タシ ミ ュ レ
ー

シ

ョ ン を 有機 的 に組 み 合 わ せ た 方 法を提案 し て い る。

　 こ の よ うに、避 難時 の 人 間の 心 理 とその モ デル 化 に つ

い て 多くの 研究が 実施 され て き た 。 提案され た モ デル お

よび そ の 定 量 化 に は 検証 が 必要 で ある が
、 ま だ不 十分 の

感 が あ る。こ の 分 野 で の 今後 の 進 展が 待 た れ る と こ ろ で

あ る 。

　 Evaluation　of　Oceurrence　Frequeneies　of
　Ma 血 e　 A   idents　by　Event 　Tree　Analy8is
イベ ン トツ リ

ー
手法による海難事故発 生頻度 の 評価

　　　松岡　猛 、三友 　信 夫、金湖 　富士夬

　　　　　　　　平成16年6月 14日

　 第 7回 確率論的安全評価 と管理 に 関す る国際会議

　海難事故発生 頻度をイベ ン ト ・
ツ リ

ー
（FT）手法 に よ り

算 出 す る 方法に つ い て の 発 表 で あ る。本会 議 は原 子 力 分

野 の 解析 に 関 す る報 告が 主 で あ るが 、確率 論 的 評価手法

の 船舶分野 へ の 応用結果 につ い て 報告 して 異なっ た分野

間 の 情報交換を試み た。

　船舶分野の 確率論的安全 評価 と し て はIMO ・MSC （Ma −

ritime 　 Safety　 Committee）に おい て FSA とい う名称 の もと

に 討 議 され て ガ イ ドライ ン 草案が 作成 され て い る 。 こ れ

は IMO の 規則作成過程に お い て 使 用 す る事 を 目的 と して

い る 。こ の 様な動きの なか 、海 上 技術安全研究所 で は、
日本造船研 究協会との 共 同 研 究 を 通 じて FSA 関連 の 研究

を進 め て き て い る 。

　海 上技術安全研究所 で 実施 し た海難事故発 生 頻度評

価 の た め の 手 順概要を述べ 、そ れ に 沿 っ て 評 価実施内容

の 紹介 を行 っ た。

　 ま ず、海難事故の 発生 状況 を 海難審判庁の 報告書、審

判裁決録等 を 参 照 して 検討 し 事 故 を 引き 起 こ す要因 を調

べ 上 げた。こ の 結果 を も とに、衝 突事 故、乗 り揚げ ・座 礁

事故、転覆・浸水事故発生 に 至る
一

般化 した シナ リオ を示

した 。 次に、ET 形式 で 表現 した
一

例 を示 し、　ET 中に 現れ

る事 象 （ET の ヘ デ ィ ン グ）の 発生 確率 を算定す る た め に、
フ ォ

ー
ル ト・ツ リ

ー
（FT）を作 成 した 。 基 本事 象 （

ベ イ シ ッ

ク イベ ン ト）の 発生確率 の 推定に は、船舶信頼性デ
ー

タベ

ース （SRIC）を用 い る方法、人間信頼性解析 手 法THERP を

用い る方法 が あ る こ と示 した 。

　 さらに、ヒ ュ
ー

マ ン フ ァ ク ターに 関す る事象発 生確率

は 適切 なデ ータ が ない た め、船長等 の 航 行 経験 者 に ア ン

ケー ト調 査 を 3回 実施 し 1000件程 の 回答を得 て 、ET の 定

量解析 の た め の 貴重 な データ を 取得 し た。

　ま た、海難事故特有な事象の 発 生 頻度の 推定 に は 海事

分野 の デ
ー

タ 、 解析手 法 を用 い て お り、その
一

例 と して

波浪打ち込 み確率、大波遭遇 確 率、座 礁 確 率 の 推 定 方 法

を 示 した 。

　今後 、船 舶分 野 に お け る確 率 論 的 安 全 評価方 法実施手

順 と し て ま とめ て い く予 定 で ある。
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